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事業概要

3
※PCS：パワーコンディショナ※売上構成比は2021年度実績。

※セグメント間の内部取引等を消去・調整する前の金額に基づき算出。

産 業

売上構成比
52％

IGBTﾓｼﾞｭｰﾙ

感光体 複写機、プリンタ

アルミ媒体
ガラス媒体

ハードディスク ドライブ

事業内訳 主要製品 用途・納入先

電 装

売上構成比
41％

情 報

売上構成比
7％

インバータ、ＮＣ工作機械、エレベータ他 【FA、一般産業】

ＰＣＳ (風力・太陽光発電) 【新エネ】

ルームエアコン、TV等 【民生他】

ＰＣＳＮＣ工作機械

電動車モータ制御、エンジン制御、トランスミッション制御

ブレーキ制御、ステアリング制御、等

電動車、エンジン車

IGBTﾓｼﾞｭｰﾙ 圧力ｾﾝｻ

ﾊﾟﾜｰIC

電源IC

MOSFET

インバータ 薄型TVルームエアコン

2022年度より、事業区分を産業・電装・情報 ⇒ 産業・電装に変更

事業
撤退

産業に
編入
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中期計画の進捗

営業利益

売上高

営業利益率

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2023年度
中期計画

2019年度～2021年度（3年間）の成果

■年率+14.1％の売上伸長と中期計画以上の利益率達成
■電装分野比率の拡大(18年度 28％ ⇒ 21年度 44％)

■第7世代IGBT売上比率拡大( 〃 7％ ⇒  〃 27％)

■8インチ生産能力増強(21年度末: 対18年度末比 3倍)

2023年度中期計画を1年前倒しで達成

■拡大する電動車市場で更なる売上拡大
■Si 8インチ生産能力増強と、SiC市場立上り

に向けた対応準備

177
271 305

97

1,374
1,575

1,788
2,000

7.1%
11.2%

15.2% 15.3%

4

課題

2,000

220

売上高／営業利益
（単位：億円）

2022年度
経営計画

11.0%
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市況の見方

産業 ： 好調な需要が継続する見通し

電装 ： 電動車市場は対前年＋40％以上拡大、エンジン車は前年並みの見通し

市況の見方（2022年度）

対前年 コメント

産 業

FA 5G、半導体製造装置関連が引き続き好調に推移

再エネ 世界的な脱炭素化の加速で化石燃料から再生可能エネルギーへの転換が進行

民生他
省エネ性能に優れたエアコン・家電の需要増を見込む一方、巣ごもり需要は
一服する見通し

電 装

電動車 電動車拡大の動きは継続する見通し

エンジン車 対前年横這いの見通し

※FA：インバータ・サーボ・工作機械等、 再エネ：風力・太陽光、 民生他：ルームエアコン・TV等、 電動車：フルハイブリッド車＋電気自動車（EV）



©2022 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved.

2022年度事業方針、事業計画
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積極投資を継続し、電動車向け半導体を中心に売上を拡大

営業利益・営業利益率（億円）サブセグメント別売上高（億円） 国内・海外別売上高（億円）

1,788
2,000 271

(15.2%)

305
(15.3%)

1,788
2,000

国内

海外

54% 48%

937 1,057

120

972
964

816 1,036

増減
(為替影響)
+212
(-20)

+271
(-13)

-59
(-6)

増減

+34

+220
(0)

+212
(-20)

-8
(-20)

海外比率

事業方針事業方針

1,788

産業

731 731 電装
1,002

998

2021年度
実績

2022年度
経営計画

2021年度
実績

2022年度
経営計画

2021年度
実績

2022年度
経営計画

産業

電装

情報

増減
(為替影響)

事業計画事業計画
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パワー半導体 重点施策
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 電装分野

 拡大する電動車用市場での売上拡大

 産業分野

 第7世代IGBTの売上拡大

 ものつくりの強化

 前工程： Si 8インチ生産能力の増強継続

 〃 ： SiC 6インチ量産ラインの構築

 後工程： 生産能力増強と生産品種の拡大

 競争力のある新製品の開発

 SiCの開発とスペックイン推進

 第8世代IGBTの技術開発



©2022 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved. 8

 脱炭素化により電動車市場は拡大継続、エンジン車市場は横ばい

 22年度も各社向けに採用車種拡大及び新製品立上げを計画
新規スペックイン案件への取組みも推進中

拡大する電動車市場と顧客別新製品採用状況

自動車生産台数予測

ﾌﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車+電気自動車
19年～23年 CAGR=42%

マイルドハイブリッド車

エンジン車

自動車の市場動向

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
実績 実績 実績 予測 予測

電動車向け IGBT, SiCの新製品採用計画

IGBT製品 SiC製品 ｽﾍﾟｯｸｲﾝ中

自動車生産台数は調査会社予測をﾍﾞｰｽに当社予測
*電動車：ﾌﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車および電気自動車の合計

21年 22年 23年 24年以降

A社

B社

C社

D社

E社

F社

新顧客
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 電動車市場の伸長以上に売上拡大を計画

 22年度の電装分野比率は44％⇒51％と大きく伸長

電動車生産動向と当社IGBT売上計画

電動車向けIGBT 売上計画

*電動車：ﾌﾙﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車および電気自動車の合計

** *

電装分野 売上高比率 （旧情報分野除く）

中期計画の
1年前倒し
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SiCモジュール市場予測
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 SiCは電気自動車への適用メリット大

 電気自動車向けが牽引し、SiCモジュール市場は2024年以降に拡大見込み

SiCの市場動向と当社取組み

*複数の調査会社データを基にした当社予測値

CAGR(‘21-23)
14.9％

CAGR(‘24-26)
49.7％

◆ システムコストダウン
電池容量／電池コストの削減
同バッテリー容量の場合、航続距離の改善

◆ 温室効果ガスの削減
⇒ インバータ損失低減

◆ 電池容量削減による車体重量削減
⇒ 航続距離改善

◆ インバータ部の小型化によるレイアウト
自由度の拡大・車室空間の拡大

電気自動車へのSiC適用メリット

⇒ 競争力のある次世代製品開発の推進

⇒ 富士電機津軽セミコンダクタで24年度量産対応の準備を開始
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第7世代IGBT売上構成比率
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 第7世代IGBT売上拡大（売上構成比率 19年度比 約3倍）

 再エネ・エアコン向け売上拡大の継続（売上高 19年度比 約2倍）

再エネ・エアコン向け売上高推移

第7世代比率

100

2022年度
経営計画

2019年度
実績

2022年度
経営計画

13％
35％

産業用モジュール売上計画

2019年度
実績

※ 2019年度の当該売上高を100とした指数

176
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・8インチ能力増強継続
（21年 ⇒ 22年 約5割増 ※年度末比較）

・23年度以降に向けた能力増強の準備（SiC含む）

施 策

ものつくりの強化【前工程】 生産拠点と施策

マレーシア

松本

津軽

山梨

・8インチ主力工場
・自動車IGBT、第7世代IGBT

生産

・8インチ能力拡大
・SiC生産拠点

（24年度量産開始予定）

・マザー工場
・8インチ能力拡大
・SiC生産拠点

・IGBT（第6世代）生産
・8インチ生産

（23年度量産開始予定）

拠 点
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Φ8インチウエハ生産能力計画

2020年度
実績

2022年度
経営計画

2019年度
実績

100

124

160

236
※ 各年度末の生産能力を2019年度を

100とした指数で表記
※ 各年度末の生産能力を2019年度を

100とした指数で表記

前工程：８インチ生産能力推移

2019年度比で2倍強の生産能力増強を計画

2021年度
実績
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拠 点

施 策

・自動車向け製品の能力増強
電動車用モジュール（21年→22年：5割増）

・産業向けモジュール能力増強と生産品種拡大
第7世代IGBT（21年→22年：3割増）

ものつくりの強化【後工程】 生産拠点と施策

国内（３拠点）

マレーシア

フィリピン

中国(深セン）

・組立製品のマザー工場
国内顧客向け製品の生産
：モジュール製品の能力増強

・中国市場向けIGBTモジュール
生産拠点
：第7世代IGBTの能力増強

・ディスクリート製品の主力拠点
自動車向け圧力センサ、
エアコン向けモジュール生産

・産業向けIGBTモジュールの
生産拠点
：第7世代IGBTの能力増強
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 使い易さを維持しながら、損失を低減するSiC MOSFETを開発中

 SiCを適用して、モジュールの更なる高出力電流密度を実現する

電動車向けモジュール性能向上

0.0

出
力

電
流

密
度

（比
率

）
*

年度

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

6.0

7.0

2015 2020 2025 2030

直接水冷第1世代

第2世代

第3世代

第4世代

SiCモジュール

Si IGBTモジュール

SiC MOSFET性能改善

使い易さ

R
on
A

175℃時

第1世代

第3世代
（開発中）

性能改善
の方向性

競争力のある新製品の開発①（SiC）

＊: 第1世代を1とした比率

チップ・冷却技術の進展により、実装
面積縮小と出力電力密度向上を継続

Vth(V)

低
損

失

競合他社品

(第1世代比▲28％)

(第2世代比▲15％)

第2世代

当社品当社品
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RC-IGBTの特長と電動車向け売上トレンド及び構成比率
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 小型化・高信頼性の特長を活かし、電動車向けでRC-IGBT製品の売上を拡大

 第8世代IGBTの技術開発を推進し、2024年度以降に量産を予定

競争力のある新製品の開発②（IGBT）

オン電圧

タ
ー
ン
オ
フ
損
失

7G

6G

8G

第8世代IGBTの狙い

【開発の狙い】
・ 低損失化 ⇒ 省エネ・高効率

(目標 15%改善 対7G品)
・ 出力拡大 ⇒  装置の小型化
・ 長寿命化 ⇒  長期信頼性の向上

低損失化

19年度の当該売上高を100とした指数

【RC-IGBT適用メリット】
・チップ実装面積▲25％低減

⇒ 小型化
・チップ発熱▲33％低減

⇒ 高信頼性

チップ温度分布

RC-IGBT適用時

IGBT

FWD従来

2022年度
経営計画

2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

100

210

360

740

28%

51％
（電動車向けIGBT
に対するRC-IGBT比率）
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設備投資・研究開発

※研究開発費をテーマに応じてセグメントに分類したもので、決算短信記載の数値とは異なります。
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 前工程（8インチ）生産能力増強
 後工程（自動車向けモジュール）

生産能力増強

 第8世代IGBT技術開発
 SiC技術開発
 第7世代IGBTモジュール系列拡大

設備投資額（億円）

419

717＋298

2022年度
経営計画

2021年度
実績

研究開発費（億円）

121
125＋4

2022年度
経営計画

2021年度
実績

2019～2023年度
中期計画

1,200 1,900
投資計画（見直し後）
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１．本資料及び本説明会に含まれる予想値及び将来の見通しに関する記述・

言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりま

す。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化

により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社

は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので

はありません。

２．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する

ものではありません。

３．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。
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注記


